
【対 象】全国男女20‐60代 10,330人（男性5,069人 女性5,165人 その他96人）
【項目設計】本調査の設計にあたり事前調査を実施した。性別に基づく役割や思い込みを決めつけられた経験などの

具体事例を自由回答で聴取し、整理・分類のうえ、本調査の測定項目とした。

令和３年度 性別による無意識の思い込み
（アンコンシャス・バイアス）に関する調査結果（概要）

対象・項目設計

〇性別役割について、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」「どちらかといえばそう思わない」「そう思わない」の４段階で聞い
たところ、男女共に上位２項目は「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の合計が５割前後の高い割合となった。

〇男女差が大きく開いたのは「男性は～べきだ」という項目であるが、その他の項目についても全体的に男性が高い割合と
なった。

１ 性別役割意識（全体）

異性に対する思い込みだけではなく、男性・女性自身も無意識のうちに自身で（異性より）強く思い込んでいることもある。
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２ 性別役割意識（シーン別）

〇男性50‐60代で性別役割意識が強い（P8）
⇒ 「男性は仕事をして家計を支えるべきだ」は、
女性でも年代が高いほど性別役割意識が強い。

〇20‐30代の男女間で性別役割意識にギャップがある
（P9）
⇒ 「共働きでも男性は家庭より仕事を優先するべき
だ」は、若い世代での意識の差が大きい。

３ 性別役割意識（性・年代別）

家庭・職場
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〇家庭・コミュニティシーンでは、男性の方が
仕事と家事の分担に関して、性別役割意識
が強い。

〇職場シーンでは、男女とも１位の「育児期
間中の女性は重要な仕事を担当すべき
ではない」との意識が強い。

家庭・コミュニティシーンでは、男女とも５位以内に仕
事と家事の分担に関する３項目が入るが、男性の
方が「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の割合
が高かった。
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〇性別に基づく役割や思い込みを決めつけられた経験は、「直接言われた経験」よりも「言動や態度から感じた経験（間接
経験）」の方が多い。（P13、14）

〇男性より女性の方が、性別に基づく役割や思い込みを決めつけられた経験があると回答している割合が高い。（P13、14）
〇50代‐60代女性で、性別に基づく役割や思い込みの決めつけを「感じてきた」割合が高い。（P15）
〇性別役割や思い込みについて「直接言ったり、言動や態度から感じさせた」人としては、男性では「父親」「男性の知人・友
人」が、女性では「配偶者・パートナー」が多く、職場シーンにおいては、男女とも「男性の職場の上司」が多い。（P17）

〇メディアで見たり聞いたりすることが多いのは、「女性は感情的になりやすい」「女性は論理的に考えられない」。（P29）

４ 性別に基づく役割や思い込みを決めつけられた経験

直接・間接経験 メディアの影響

■メディア計：「テレビや雑
誌、インターネットなどのメディ
アで見たことがある」の回答
割合

■直接：「直接言われたり
聞いたりしたことがある」の回
答割合
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